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‰

毯

３
区
候
補
予
定
者

大
村
で
公
開
討
論

谷
川
氏
と
山
田
氏

長
崎
３
区
に
立
候
尊
こ
菫
疋

し
て
い
る
自
民
党
前
議
員
・
谷

川
弥
一示
と
民
主
党
前
議
員
・

山
国
上
彦
氏
に
‘
父
含
罫
議

会
が
２８
日
、
大
村
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
大
村
青
年
会

議
所
が
企
画
し
、
約
２
０
０
人

が
参
加
。
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
自

己
Ｐ
Ｒ
し
た
後
ヽ
個
別
課
題
に

つ
い
て
持
論
を
展
開
し
た
。

郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
、
同

関
連
法
案
に
賛
成
し
た
谷
川
氏

は

「民
営
化
さ
れ
て
も
郵
使
局

は
な
く
な
ら
な
い
仕
組
み
を
作

っ
た
。
絶
対
に
つ
ぶ
れ
な
い
」

と
主
張
。
山
田
氏
は

「ま
ず
は

郵
政
公
社
を
存
続
し
、
郵
使
貯

〈率
な
ど
の
資
金
を
地
域
の
活
性

化
に
役
立
て
る
方
策
を
考
え
る

べ
き
だ
」
と
反
諭
し
た
。

％
毛
笥

【大
村
】
衆
院
長
崎
３
区

の
立
候
補
壺
定
者
の

「
ｇ

一

フ
ェ
ス
■

（政
策
）
公
開
討

論
会
」

（大
村
青
年
会
議
所

主
催
）
が
二
十
八
日
夜
、
大

村
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
、

自
民
前
職
の
谷
川
弥

一
氏

，
Ｃ
と
民
主
前
職
の
山
田
正

彦
氏
余
こ
が
郵
政
民
営
化
や

年
金
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
戦
わ
せ
た
。

約
二
百
人
の
参
加
者
を
前

に
、
国

墨

署

の
北
村
貴
寿

理
事
長
が

「候
補
者
の
政
策

を
比
較
し
て
投
票
の
判
断
材

料
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
谷
川
、
山
田
口
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
演
説
し
た
後
、
「郵

政
民
営
化
Ｌ
長
崎
新
幹
墾

な
ど
六
項
目
に
つ
い
て
、
交

代
で
各
五
分
ず
つ
意
見
を
述

べ
た
。

郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
、

山
田
氏
は

「郵
使
局
は
残
す

べ
き
。
郵
貯
の
資
金
を
中
小

零
細
企
業
な
ど
に
貸
し
付
け

３
区
の
立
候
補
予
定
者

政
策
「熱
く
訴
え

一

谷
川
、
山
田
両
氏
が
公
開
討
論

る
制
度
が
で
登ヽ
な
い
か
検
討

し
て
い
る
」
と
主
張
。
こ
れ

に
対
し
、
谷
四
氏
は

「郵
使

局
は
つ
ぶ
さ
な
い
。
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
に

二
兆
円
の
基
金
を

つ
く

っ

た
。
次
世
代
に
億

笠
奎

響

」

な

い
た
め
に
民
営
化
は
必

要
」
と
反
論
し
た
。

陸
自
の
イ
ラ
ク
派
遣
問
題

に
関
し
て
、
谷
川
氏
は

「出

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
が
、

出
し
た
か
ら
に
は
引
け
な

い
」
と
派
遣
に
理
解
を
示
し
、

山
田
氏
は

「
（民
主
党
が
）

政
権
を
取

っ
た
ら

一
日
も
早

く
撤
退
さ
せ
た
い
」
と
述
べ

た
。
景
気
対
策
や
年
金

、
外

交
問
題
な
ど
で
も
双
方
が
主

張
を
述
べ
た
。

傍
聴
し
た
大
村
市
内
の
男

性

”
社
員
は

〓

対

一
の
討

論
が
聞
き
た
か
っ
た
。
少
し

物
足
り

な
堂

と
感
想
。
同

市
内

の
自
営
業

の
女
性
は

「郵
政
民
営
化
な
ど
に
つ
い

て
両
方
の
考
え
を
間
け
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
た
。



公開討論会や決起集会

なが さき

Ｚ
Ｊ
昇

欧

除

匪

履

隆

隈

日

（ど
）の
支
援
に
向
け

「
一
致

コ
懸 彦噺

鰤

畿弧
「長

団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
気

場
を
上
げ
た
。

社ヽ
民
元
職
の
今
川
正
美
氏

雀
し
は
二
十
八
日
昼
、
佐
世

保
地
区
労
職
員
ら
と
と
も

に
、
同
市
中
心
部
の
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド
で
街
頭
演
説
。

マ
イ
ク
を
手
に

「４
区
の
立

候
補
置
だ
者
の
中
で
、
郵
政

民
営
化
に

一
員
し
て
反
対
し

続
け
た
の
は
私
だ
け
だ
」
と

訴
え
た
。

自
民
前
職
で
公
明
の
推
薦

を
受
け
た
北
村
識
吾
氏
全
０

も
同
日
、
古
翼
諏

。
自
民
党

千
静
警

長
や
４
区
帯
ｍ
の
県

議
ら
約

二
十

三
百
人
を
招

き
、
同
市
内
で
後
援
会
の
総

決
起
十
分
螢
を
開
催
。
壇
上
か

ら
は
「選
挙
区
は
北
村
氏
を
、

比
例
代
表
は
公
明
に
」
と
の

声
が
響
い
た
。

自
民
と
民
主
の

一
騎
打
ち

が
予
想
さ
れ
る
３
区
で
は
二

十
八
日
夜
、
大
村
市
内
の
ホ

テ
ル
で
公
開
討
論
会
が
あ

り
、
立
候
補
を
表
明
し
て
い

る
自
民
前
職
の
谷
川
弥

一
氏

公
じ
と
民
主
前
釉
の
山
田
正

彦
共
ど
）が
論
戦
を
展
開
し

た
。立

候
補
予
定
者
の
政
策
を

聞
き
比
べ
て
投
票
の
参
考
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
大
村
青

年
会
議
所

（北
村
責
寿
理
事

長
）
が
初
め
て
開
催
。
今
回

の
衆
院
解
散
後
、
県
内
で
も

初
の
試
み
と
あ

っ
て
、
会
場

に
は
約
二
百
人
の
市
民
が
集

ま
っ
た
。

画
入
の
自
由
演
説
の
後
、

郵
啓
懸
”
絆
占
居
隊
イ
ラ

ク
派
遣
工‘
ど
六
つ
の
課
題
に

つ
い
て
両
氏
が
持
論
を
展

開
。
谷
川
氏
は

「少
子
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
、
構
造

改
革
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

だ
が
、
離
島
な
ど
ハ
ン
デ
ィ

を
持

っ
た
地
域
の
痛
み
を
和

り́
げ
る
施
策
も
必
要
だ
」
と

述
べ
る
と
、山
田
氏
は
「
『
食

の
安
全
』
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

農
漁
業
者

へ
の
直
接
支
払
い

制
度
に
よ
る
食
糧
自
給
率
ア

ッ
プ
を
成
し
遂
げ
た
い
」
″

得
意
分
野
で
応
し
た
。

長 崎 3区 の 公 開討論 会で コ 長補予 定者 の話 に聞 き入 る有 権者



‰
朝
旦

自
民
前
職
の
谷
川
弥

一
氏

（６４
）と
民
主
前
織
、
山
国
止

彦
氏
（６３
）
に
よ
る

一
騎
打
ち

の
可
能
性
が
高
い
３
区
。
谷

川
氏
は
壱
岐
市
か
ら
空
略
で

大
村
市

へ
。
山
田
氏
は
２７

日
に
続
き
同
市
に
と
ど
ま

り
、
両
氏
と
も
各
地
で
集
会

や
あ
い
さ
つ
回
り
を
こ
な
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

午
後
６
時
、
２
人
は
市
内

の
ホ
テ
ル
で
大
村
書
曇
拳
義
一

所
か
関
い
た

認
捨
寒
爾
討

一理

さ

へ
。
冒
頭
の
凍
調
で

谷
川
氏
は

「構
造
改
革
は
、

政
官
財
の
癒
善
を
崩
し
、
き

ょ
う
生
ま
れ
た
子
供
の
た
め

の
取
り
組
み
だ
」
と
小
泉
政

権
の
財
政
再
建
の
施
策
に
理

解
を
求
め
た
。
山
口
氏
は

「小
泉
政
権
の
中
基
重
視
の

政
策
で
、
長
崎
の
景
気
は
悪

く
な
る

一
方
だ
。
地
方
を
大

事
に
す
る
政
治
に
努
め
た

い
」
と
切
り
返
し
た
。

後
半
の
討
論
会
は
　
郵
政

民
営
化
や
社
会
保
障
´
安
全

保
障
政
策
な
ど
、
日
本
や
長

崎
が
直
面
す
る
６
つ
の
課
題

に
つ
い
て
両
氏
が
持
論
を
展

開
し
た
。


